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 １月末の一日、「いこいの村涸沼」で茨身

協（茨城県身体障害者福祉協議会）の役員

研修会に参加しました。テーマは２つあり、

「住民参加の介護予防～リハビリ体操～」

と「リハビリテーションにおける障害者の

自立支援・就労支援について」でした。

 

 特に関心を引いたのは、最初の研修で、

「シルバーリハビリ体操」というのがあり、

年齢がいっても、「最期まで人間らしくある

ために」・・・歩くための体力維持として、

ちょっとした努力が必要で、その有効な方

法として「シルバーリハビリ体操」が考案

されました。これを広め、指導できる人を

県内で養成しているとのことでした。この

体操の一部の実技指導がありましたが、こ

れまでの体操よりも体力維持という目的が

はっきりしているようです。講師の巡回し

た県内各地を見ると、そこの人たちはなか

なか熱心に取り組んでいるそうです。鹿嶋

市でも、「シルバーリハビリ体操」のかけ声

を聞く時が早くやってくることを期待して

います。        （山本安生）

 


